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はじめに 

 

本報告書は、林野庁の補助事業である地域材供給倍増事業（公共建築物への地域材の利用

促進及び木質バイオマスの利用拡大）の一環として木材の環境貢献度表示に関わる技術支援と

して実施した「環境貢献度表示の促進事業」の最終報告書である。本事業では、加圧式保存処

理木材の原単位についての格納支援を行った後、7 社の保存処理木材及び防腐木材のカーボ

ンフットプリント（CFP）算定支援を行った。さらに、MDF（1 社）についての CFP マーク使用許諾ま

での支援を実施した。CFP 算定事業には、企業からの申し込みを受け、次いで具体的な作業の

ためのヒアリング、流れ図の作成、調査によるデータの取得、算定のための計算等を行い、最終

段階の申請書作成支援までを含んでいる。加えて、木質バイオマスボイラーの環境影響評価に

ついて、測定調査を行い、バイオマスエネルギーの原単位に関わる算定資料の一助とした。 

森林・林業基本計画では、森林施業の集約化や路網整備など森林・林業再生プランの実現に

向けた取組を推進し、木材自給率 50%を目指すとしている。この目標を達成し、木材利用の拡大

による森林の適切な整備や地球温暖化抑制への貢献を実現するには、地域材利用を促進する

ための実需を拡大させる必要があり、関連する情報の公平性と透明性を通じたエンドユーザー

（消費者や市民）の地域材利用への理解醸成が大切である。このために、地域材の炭素貯蔵量、

間伐貢献度について表示する仕組みと地域材製品に係る CFP の算定・表示等による環境貢献

度の透明性確保が喫緊の課題であり、本事業の成果の活用が期待される。 

なお、本事業の実施にあたり多くの関係団体にご協力・ご支援をいただいた。ここに関係各位

に対して深甚なる謝意を表する。 

平成 25 年 3 月 25 日 

認定特定非営利活動法人才の木 

理事長  川井 秀一
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A．カーボンフットプリント算定に係る PCR 整備 

 
1．序  
木材は環境に優しい材料であると言われているが、環境に優しい

．．．．．．
という表現は人によって捉え方

が異なる。例えば、人間健康への優しさや材料生産が森林という自然の中で行われる優しさ、材料

製造に化石資源由来のエネルギーなどの使用が少なくて済むという優しさ、廃棄すると自然に戻る

という優しさなどである。 

環境への優しさを定量的に評価する、すなわち見える化する手法としてライフサイクルアセスメ

ント（以下、「LCA」という）がある。LCAでは、対象製品の原材料調達から製造、使用、廃棄に

至る製品のライフサイクルで投入された資源やエネルギーの量とその過程で出る排出物が、地球温

暖化やオゾン層破壊などをどれだけ引き起こしているのかを定量的に知ることができる。この報告

書で扱う環境に優しいとは、製品が一生の間に地球環境に及ぼす影響の少なさのことを意味する。 

様々な環境問題のうち、地球温暖化のみを取り上げて、優しさを評価する手法がカーボンフット

プリント（以下、「CFP」という）である。CFPの値が小さいほど地球温暖化への影響は少ないの

で、日常生活の中で CFP 値のより小さな物を購入し、使用したり消費するだけで、自ずと地球温

暖化防止に貢献できることになる。すなわち、地球温暖化を防止する行動を起こそうと仕掛けても、

多くの市民がそれに応えることは難しいので、CFP値の小さい物を買おうという分かり易い呼びか

けにより、それほど意識せずに地球温暖化防止に貢献してもらうという取り組みが CFP 事業であ

る。 

一方、森林・林業再生プランの「10 年後の木材自給率 50％以上」という目標を達成し、木材利

用拡大による森林の適切な整備や地球温暖化防止への貢献のためには、公共建築物等への地域材の

積極的な利用促進や木質バイオマスの利用拡大が重要である。それには、環境への貢献度を客観的

に評価・表示する制度の導入も必要となる。 

経済産業省は平成 21年度から 3年間に渡り CFPの試行事業を実施し、CFP算定に必要な商品種

別算定基準（Products Category Rule、以下、「PCR」という）の策定基準や CFPの算定結果及び

表示方法の検証に関する規程を制定し、PCR策定支援と CFP検証とマーク使用許諾製品を生み出

してきた。林野庁もそれに歩調を合わせて木材製品を対象に PCRの策定支援と CFPの算定支援を

行ってきた。本報告書は、認定 NPO法人才の木が林野庁の平成 24年度地域材供給倍増事業におけ

る木材の環境貢献度表示に係る技術支援事業に応募・採択された当該事業の成果を取りまとめたも

のである。 

事業は、CFP 制度が平成 24 年度から社団法人産業環境管理協会によって本格的に実施されたこ

とから、それに参画を希望する企業等に行った CFP製品種別基準（CFP-PCR）の策定、CFP-PCR

に基づく木材製品の CFP計算支援と CFP検証支援で構成される。 
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2．木製製品 PCRの改訂 

木製製品 PCR（PA-CD-01）は、表１に示されている製品を対象として第 1 版が平成 23 年 3 月

30日に策定された。 

PA-CD-01の PCRは、 

http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_authorize/000098/PA-CD-01.pdf 

に開示されている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

しかし、木製及び竹製容器[255]は、紙やプラスチック、金属、ガラス製の容器や容器包装という

PCRが独立して策定されており、それらの容器と対等に CFPが算定されるべきである、すなわち

当該製品のみの PCRを策定したいとの事業者の意向があったこと、新たに木製パレットの CFP算

表１ 木製製品 PCR（PA-CD-01）の対象製品 
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定希望があり、当 PCRの対象製品に加えたいとのことから、改定することとなった。 

その結果、コンサルタントの支援を得て、木製製品 PCR は、PA-CD-02 として、平成 24 年 12

月 21日に改定され、対象製品は表２のようになった。 

PA-CD-02の PCRは、 

http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_authorize/000150/PA-CD-02.pdf 

に開示されている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表２ 木製製品 PCR（PA-CD-02）の対象製品 



4 

3．木箱容器包装 PCRの策定 

木製製品 PCR（PA-CD-02）から木製及び竹製容器[255]が除外されたことを受けて、コンサルタ

ントの支援を得て、平成 24年 3月 11日に木製容器包装（PA-DJ-01）が策定された。その対象製

品は表３の通りである。 

PA-DJ-01の PCRは、 
http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_authorize/000152/PA-DJ-01.pdf 

に開示されている。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
4．吹込み用木質繊維断熱材（日本工業規格外品）PCRの策定 

建物に使われる断熱材の PCRには平成 23年 9月 20日に制定された建築用断熱材（PA-CK-01）

がある。この対象製品は、JIS 規格品のみとなっており、木質繊維系断熱材として、ボード状断熱

材に区分されるインシュレーションボードと吹込み用断熱材に区分される吹込み用セルロースフ

ァイバー断熱材がある。前者は木材・木質材料 PCR（PA-CC-02）で対象となっていることから、

PA-CK-01では除外されており、後者は古紙リサイクル品であり、木材チップから製造の吹込み用

木質繊維断熱材は今のところ非 JIS製品であることから対象になっていない。 

この製品は、JIS と非 JIS を問わず対象としている PA-CC-02で扱うには施工方法が大きく異な

ることから、新たな PCRを、コンサルタントの支援を得て、平成 25年 2月 5日に吹込み用木質繊

維断熱材（日本工業規格外品）（PA-DI-01）として策定した。 

 PA-DI-01の PCRは、 
 http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_authorize/000151/PA-DI-01.pdf 
に開示されている。 

 

表３ 木製容器包装 PCR（PA-DJ-01）の対象製品 
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B．カーボンフットプリント算定支援 
 

1．序  

製品の CFP を算定するルールである CFP-PCR が整備されれば、それに従って当該製品の CFP

を算定する作業に移れる。この算定には、PCRを熟知し、LCAの概念に沿って CFPを算定する必

要がある。この様なノウハウが CFP 検証・申請を希望する事業者に必ずしも蓄積されていないこ

とから、本補助事業により、CFP算定、検証、申請の側面支援を行ってきた。 

ここでは、それらの成果を大きく二つに分けて、報告する。一つは、平成 23年度事業で CFPの

算定を行い、締切までに検証申請したものの、CFP事務局の審査可能数を大幅に越えた申請数があ

ったことから、締切が早められ、審査の受付が行われずに、次年度に持ち越されて優先的に審査が

受け付けられた 6製品の結果報告である。もう一つは、平成 24年度にCFPが本格実施される中で、

CFP申請支援を希望する事業者を才の木のホームページで公募し、応募のあった事業者の製品につ

いて算定などの支援を行った結果の報告である。 

CFP 宣言認定製品の掲載順は、CFP 検証に合格した後に、CFP 宣言を行う事業者がその結果の

登録・公開手続を行い、CFPマーク使用許諾契約書を交わすと、CFP事務局より交付される CFP

マークデータに記載の登録番号の若い順とした。 
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2. 昨年度算定製品の今年度審査分  

 1) 加圧式保存処理木材 CFPの算定〔CR-CC02-12001〕  

【申請事業者】 

  越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

  CBウッド 

【対象期間】 

  2010年 5月~2011年 4月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 20日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。そのため、8月 25日に急遽 CFP検証の申請を行っ

たが、同日に受付終了により不受理の連絡が届いた。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 7月 24日)。 

 【製品フロー】 

  製品フローは下記の通りである。 

 

 【CFP宣言認定登録情報】 

  登録情報は次ページの通りである。 

  URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000562/CR-CC02-12001.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

輸送原料製造
保存処理
薬剤

製品製造 輸送物流倉

輸送

焼却処理

管理型

中間処理
場における
分別・破砕
(リサイクル
準備処理)

施工、使用、
維持管理

電力

焼却処理
生産段階の
残廃材・廃
棄物

燃え殻製品

輸送原料製造 製材
プレカット
加工

廃棄物の適正処理

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階生産段階

輸送 リサイクル
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2) 加圧式保存処理乾燥木材 CFPの算定〔CR-CC02-12002〕  

【申請事業者】 

 越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

 CBドライ 

【対象期間】 

 2010年 5月~2011年 4月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 20日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。そのため、8月 25日に急遽 CFP検証の申請を行っ

たが、同日に受付終了により不受理の連絡が届いた。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 7月 24日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は次ページの通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000563/CR-CC02-12002.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

輸送原料製造
保存処理
薬剤

製品製造 輸送物流倉

輸送

焼却処理

管理型

中間処理
場における
分別・破砕
(リサイクル
準備処理)

施工、使用、
維持管理

電力

焼却処理
生産段階の
残廃材・廃
棄物

燃え殻製品

輸送原料製造 製材
プレカット
加工

廃棄物の適正処理

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階生産段階

輸送 リサイクル
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3) 保存処理構造用製材(AAC-1・K3)CFPの算定〔CR-CC02-12003〕  

【申請事業者】 

 大日本木材防腐株式会社，〒455-8680名古屋市港区千鳥一丁目 3番 17号 

【対象製品】 

 モクボードライウッド 

【対象期間】 

 2010年 7月~2011年 6月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 24日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。そのため、8月 25日に急遽 CFP検証の申請を行っ

たが、同日に受付終了により不受理の連絡が届いた。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 7月 30日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は次ページの通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000573/CR-CC02-12003.pdf

輸送原料製造
保存処理
薬剤原料

保存処理薬剤製
造・調整

製品製造

輸送物流倉庫

輸送

焼却処理

管理型
埋立処理

中間処理
場における
分別・破砕

施工、使用、
維持管理

蒸気、電力

蒸気

焼却処理
生産段階の残
廃材・廃棄物

電力会社

燃え殻

製品

輸送原料製造 製材

梱包材製造

廃棄物の適正処理

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階

廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階

生産段階

管理型
埋立処理

燃え殻輸送

プレカット加工

図 当該製品の製品フロー 
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4) 防腐防蟻処理構造用合板 CFPの算定〔CR-CC02-12004〕  

【申請事業者】 

 大日本木材防腐株式会社，〒455-8680名古屋市港区千鳥一丁目 3番 17号 

【対象製品】 

 モクボード 

【対象期間】 

 2010年 7月~2011年 6月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 24日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。そのため、8月 25日に急遽 CFP検証の申請を行っ

たが、同日に受付終了により不受理の連絡が届いた。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 7月 30日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は次ページの通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000574/CR-CC02-12004.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

輸送原料製造
保存処理
薬剤

製品製造 輸送物流倉

輸送

焼却処理

管理型

中間処理
場におけ
る分別・破
砕

(リサイク
ル準備処
理)

施工、使
用、維持管
理

蒸気

焼却処理
生産段階の
残廃材・廃
棄物

燃え殻製品

輸送原料製造 合板

プレカット
加工

廃棄物の適正処
理

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階生産段階

輸送 リサイクル
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5) 屋内用 ACQ処理木材 CFPの算定〔CR-CC02-12005〕  

【申請事業者】 

 株式会社コシイプレザービング，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 2-9-145 

【対象製品】 

 屋内用 ACQ処理木材 

【対象期間】 

 2010年 7月~2011年 6月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 22日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。この時点で株式会社コシイプレザービング担当者に

申請書の確認を依頼していたが、この旨を担当者に伝え連絡を待っている間に受付終了の連

絡が来たため、提出することが出来なかった。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 12月 5日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は次ページの通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000615/CR-CC02-12005.pdf 

 

図 当該製品の製品フロー 

輸送
保存処理
薬剤原料

保存処理薬剤製造

製品製造 輸送物流倉
庫

輸送

焼却処理

管理型

中間処理
場における
分別・破砕

施工、使用、
維持管理

蒸気、電力電力

焼却処理
生産段階の
残廃材・廃
棄物

電力会社

燃え殻製品

輸送製材
プレカット
加工梱包材製造

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階生産段階
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6) 屋外用 ACQ処理木材 CFPの算定〔CR-CC02-12006〕 

【申請事業者】 

 株式会社コシイプレザービング，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 2-9-145 

【対象製品】 

 屋外用 ACQ処理木材 

【対象期間】 

 2010年 7月~2011年 6月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP の算定が完了した(平成 23

年 8月 22日)。 

② CFP検証運営事務局より、最終の申請締切日を待たずに 8月末で受付を締切る可能性

が出てきた旨が通知された(8月 24日)。この時点で株式会社コシイプレザービング担当者に

申請書の確認を依頼していたが、この旨を担当者に伝え連絡を待っている間に受付終了の連

絡が来たため、提出することが出来なかった。 

③ その後、事業者が独自に申請および登録・公開した(平成 24年 12月 5日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は次ページの通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000616/CR-CC02-12006.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

 

輸送
保存処理
薬剤原料

保存処理薬剤製造

製品製造 輸送物流倉
庫

輸送

焼却処理

管理型

中間処理
場における
分別・破砕

施工、使用、
維持管理

蒸気、電力電力

焼却処理
生産段階の
残廃材・廃
棄物

電力会社

燃え殻製品

輸送製材
プレカット
加工梱包材製造

輸送

輸送 輸送 輸送

原材料調達段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段階流通段階生産段階
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3. 木質繊維断熱材(成型板)CFPの算定と申請〔CR-CC02-12007〕  

【申請事業者】 

 株式会社木の繊維，〒065-0018 札幌市東区北 18条東 1丁目 3-3 

【対象製品】 

 ウッドファイバーLD 

【対象期間】 

 2011年 8月~2012年 7月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 24年 11月 27日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(12月 7日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(12月 12日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000629/CR-CC02-12007.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

原材料調達段階

①チップ製造 ⑤チップ輸送チップ

②接着剤製造 接着剤 ⑥接着剤輸
送

④梱包資材製
造

梱包資材

⑧梱包資材
輸送

⑨製品生産

スクリーン

解繊

難燃剤添加

繊維混合

繊維散布

圧縮・固化

裁断・梱包

その他

廃棄物

⑩廃棄物輸
送①

⑫リサイクル準
備(破砕処理)

⑬脱水処理・
埋立処理

⑪廃棄物輸
送②

生産段階

製品

流通段階

⑭製品輸
送

使用・維持管理段

施工、使
用、

維持管理
⑮輸送

⑯中間処分場における分
別・破砕

（リサイクル準備処理）

廃棄・リサイクル段階

③難燃剤製造 難燃剤 ⑦難燃剤輸送

⑰輸送 輸送

リサイクル⑱焼却処理
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4. 樹脂含浸単板積層木材 CFPの算定と申請〔CR-CC02-12008〕  

【申請事業者】 

 越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

 マクセラム PL 

【対象期間】 

 2010年 5月~2011年 4月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 24年 11月 30日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(12月 7日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(12月 13日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL : http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000660/CR-CC02-12008.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

②原
材料
輸送

①原材料製
造

保存処理
薬剤

③製品製
造

⑦製品
輸送

⑪焼却処
理

⑨中間処理場にお
ける分別・破砕
(リサイクル準備処

理)

施工、使
用、維持管
理

電力

生産段階の
残廃材・廃
棄物

製品
②原
材料
輸送

①原材料製
造

単板
プレカット
加工

④廃棄
物輸送

⑦製品
輸送

⑧廃棄
物輸送

⑩廃
棄物
輸送

輸送 リサイクル

②原
材料
輸送

①原材料製
造

接着剤

原材料調達段階 生産段階 流通段階 使用段階 廃棄・リサイクル段階

⑤電力製
造

水、A重
油、軽油

⑥廃棄物の適正処理
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5. 防腐防蟻処理構造用合板(2種・BAAC)CFPの算定と申請〔CR-CC02-12009〕  

【申請事業者】 

 越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

 コシイ防腐防蟻処理構造用合板(2種・BAAC) 

【対象期間】 

 2010年 5月~2011年 4月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 24年 11月 30日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(12月 7日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(12月 13日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL : http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000661/CR-CC02-12009.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

原材料調達段階 生産段階

合板

原材料輸送①

保存処理(加圧注入) 乾燥 出荷準備

製品

流通段階

輸送

薬剤

原材料輸送②

廃棄物

廃棄物輸送①

リサイクル

薬液調整

電力製造

自家発電電力

A重油、軽油

工場内輸
送

使用段階

施工、使用、
維持管理

廃棄・リサイクル段階

輸送

中間処分場における
分別・破砕

（リサイクル準備処
理）

輸送

輸送

焼却処理

リサイクル
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6. 防腐防蟻処理構造用合板(2種・ACQ)CFPの算定と申請〔CR-CC02-12010〕  

【申請事業者】 

 越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

 コシイ防腐防蟻処理構造用合板(2種・ACQ) 

【対象期間】 

 2010年 5月~2011年 4月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 24年 11月 30日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(12月 7日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(12月 13日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL : http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000662/CR-CC02-12010.pdf 

原材料調達段階 生産段階

合板

原材料輸送①

保存処理(加圧注入) 乾燥 出荷準備

製品

流通段階

輸送

薬剤

原材料輸送②

廃棄物

廃棄物輸送①

リサイクル

薬液調整

電力製造

自家発電電力

A重油、軽油

工場内輸
送

使用段階

施工、使用、
維持管理

廃棄・リサイクル段階

輸送

中間処分場における
分別・破砕

（リサイクル準備処
理）

輸送

輸送

焼却処理

リサイクル

図 当該製品の製品フロー 
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7. 乾燥造作材 CFPの算定と申請〔CR-CC02-13001〕  

【申請事業者】 

 株式会社ハルキ，〒049-2300 茅部郡森町字姫川 11-13 

【対象製品】 

 道南杉 ハル壁 

【対象期間】 

 2011年 4月~2012年 3月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 24年 12月 18日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(1月 22日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 1日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL : http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000685/CR-CC02-13001.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

①林地で

の路網整

備、間伐、

主伐、集

材

流通

段階

④出荷準備③製品製造

輸送

③破砕処理

生産段階の残廃材・廃

棄物

リサイクル

施工・使

用・維持

管理
製品 ⑦輸送丸太 ②輸送

原材料調達段階 生産段階

管理型埋立処理

リサイクル

⑨中間処理場

における分

別・破砕

(リサイクル準
備処理)

燃え殻⑪焼却処理⑩輸送⑧輸送

輸送

輸送

廃棄・リサイクル段階

⑤梱包材

製造

使用・

維持管

理段階

梱包材

⑥梱包材

輸送
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8. 木質繊維断熱材(吹込用)CFPの算定と申請〔CR-DI01-13001〕  

【申請事業者】 

 株式会社木の繊維，〒065-0018 札幌市東区北 18条東 1丁目 3-3 

【対象製品】 

 ウッドファイバーブローイング 

【対象期間】 

 2012年 8月 30日~2012年 9月 7日(一部 2011年 8月~2012年 7月) 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 2月 7日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 5日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 11日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000687/CR-DI01-13001.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

原材料調達段階

①チップ製造 ②チップ輸送チップ

⑤梱包資
材製造

梱包資材
⑥梱包資
材輸送

製品生産

⑦スクリーン

⑧解繊

⑨難燃剤添加

⑩繊維乾燥

⑪梱包

生産段階

製品

流通段階

⑬製品輸送

使用・維持管理段

⑭補助部材製造

補助部材

⑮輸送

⑯施工 使用 ⑰解体

廃棄物等

⑱輸送

⑲廃棄物処理
（焼却）

廃棄・リサイクル段階

③難燃剤製造 難燃剤 ④難燃剤輸送

⑫その他
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9．未乾燥製材 CFPの算定と申請〔CR-CC02-13002〕  

【申請事業者】 

 株式会社サトウ，〒080-2465 帯広市西 25条北 1丁目 1番 3号 

【対象製品】 

 カラマツ製材 

【対象期間】 

 2011年 9月~2012年 8月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 2月 27日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 4日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 15日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

①丸太
生産

施工・使用
・維持管理

廃棄物
発生

⑫廃棄物
処理
（焼却）

丸太

②防カビ
剤製造

防カビ剤

③原材料
輸送

③原材料
輸送

④梱包材
製造

梱包材

⑤梱包材
輸送

⑥製品
製造

製品

チップ

オガクズ

焼却灰

地下水

バーク

⑦廃棄物
輸送

販売

⑧製品輸送

木くず

⑨廃棄
物輸送

⑩廃棄物
処理
（粉砕）

⑪廃棄物
輸送

蒸気
製造

蒸気・
電力

原材料調達段階 生産段階 流通段階 使用・維持管理段階 廃棄・リサイクル段階

残廃材

販売

販売

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000689/CR-CC02-13002.pdf 

図 当該製品の製品フロー 
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10．乾燥製材 CFPの算定と申請〔CR-CC02-13003〕  

【申請事業者】 

 株式会社サトウ，〒080-2465 帯広市西 25条北 1丁目 1番 3号 

【対象製品】 

 カラマツ人工乾燥製材 

【対象期間】 

 2011年 9月~2012年 8月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 2月 27日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 4日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 15日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000690/CR-CC02-13003.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

①丸太
生産

施工・使用
・維持管理

廃棄物
発生

⑬廃棄物
処理
（焼却）

丸太

②防カビ
剤製造

防カビ剤

③原材料
輸送

③原材料
輸送

④梱包材
製造

梱包材

⑤梱包材
輸送

⑥製品
製造

製品

チップ

オガクズ

焼却灰

地下水

バーク

⑧廃棄物
輸送

販売

⑨製品輸送

木くず

⑩廃棄物
輸送

⑪廃棄物
処理
（粉砕）

⑫廃棄
物輸送

⑦蒸気
製造

蒸気・
電力

原材料調達段階 生産段階 流通段階 使用・維持管理段階 廃棄・リサイクル段階

残廃材

販売

販売
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11. 熱処理木材 CFPの算定と申請〔CR-CC02-13004〕 

【申請事業者】 

 越井木材工業株式会社，〒559-0026 大阪市住之江区平林北 1-2-158 

【対象製品】 

 コシイ・スーパーサーモ (スギ) 

【対象期間】 

 2010年 4月 21日~2011年 4月 30日 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 2月 21日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 8日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 15日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL : http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000692/CR-CC02-13004.pdf 

図 当該製品の製品フロー 

製材 原材料輸送 熱処理 出荷準備 製品 輸送
施工、使用、
維持管理

廃棄物輸送
破砕処理

（リサイクル準備段階）
廃棄物輸送

輸送 リサイクル

焼却処理

原材料調達段階 生産段階 流通段階 使用維持管理段階 廃棄・リサイクル段階

廃水

廃水輸送

焼却処理

梱包材

梱包材廃棄物

木材廃棄物

リサイクル処理

埋立処理

廃水処理

工場内輸
送
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12．木製パレット(未乾燥製材)CFPの算定と申請〔CR-CD02-13001〕 

【申請事業者】 

 株式会社サトウ，〒080-2465 帯広市西 25条北 1丁目 1番 3号 

【対象製品】 

 から松の株式会社サトウ カラマツパレット 

【対象期間】 

 2011年 9月~2012年 8月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 3月 3日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 11日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 21日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

①製材
　製造

②部品
製造

③塗料
　製造

⑤原材料
輸送

⑤原材料
輸送

⑤原材料
輸送

⑥製品
　製造

⑦製品
　輸送

保管 使用・維持管理 解体

⑧廃棄物
輸送 ⑨廃棄物

中間処理

⑩廃棄物
輸送 ⑪廃棄物

焼却処理

製材

釘

塗料

製品

木くず

原材料調達段階 生産段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段
階

流通段階

④消耗品
製造

消耗品
⑤原材料
輸送

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000697/CR-CD02-13001.pdf 

図 当該製品の製品フロー 
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13．木製パレット(乾燥製材)CFPの算定と申請〔CR-CD02-13002〕 

【申請事業者】 

 株式会社サトウ，〒080-2465 帯広市西 25条北 1丁目 1番 3号 

【対象製品】 

 から松の株式会社サトウ カラマツパレット(乾燥製材使用) 

【対象期間】 

 2011年 9月~2012年 8月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 3月 3日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 11日)。 

③ その後 CFPウェブサイトにおいて情報登録・公開された(3月 21日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

①製材
　製造

②部品
製造

③塗料
　製造

⑤原材料
輸送

⑤原材料
輸送

⑤原材料
輸送

⑥製品
　製造

⑦製品
　輸送

保管 使用・維持管理 解体

⑧廃棄物
輸送 ⑨廃棄物

中間処理

⑩廃棄物
輸送 ⑪廃棄物

焼却処理

製材

釘

塗料

製品

木くず

原材料調達段階 生産段階 廃棄・リサイクル段階使用・維持管理段
階

流通段階

④消耗品
製造

消耗品
⑤原材料
輸送

 

【CFP宣言認定登録情報】 

 登録情報は下記の通りである。 

 URL：http://www.cfp-japan.jp/common/pdf_permission/000698/CR-CD02-13002.pdf 

図 当該製品の製品フロー 
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14. 中密度繊維板(1)CFPの算定と申請〔CV-CC02-13005〕 

【申請事業者】 

 ホクシン株式会社，〒596-8521大阪府岸和田市木材町 17-2 

【対象製品】 

 スターウッド 19.6LMIO 

【対象期間】 

 2011年 4月~2012年 3月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 3月 7日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 19日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

 

【製品の主要仕様・諸元】 

 JISA5905「繊維板」に規定される密度 0.35g/cm3 以上の「ミディアムデンシティファイバー

 ボード（MDF）」、厚さ 19.6mm、サイズ 1260mm×4080mm、重量 69kg 

【CFP算定単位】 

 1枚当たり 1260mm×4080mm 

【CFP算定結果】 

 73kg-CO2e（原材料調達段階 28kg-CO2e、生産段階 40kg-CO2e、流通段階 2.7 kg-CO2e、廃棄・

⑧チップ受入 ⑨接着剤製造
①接着剤原料製造

算定するプロセス 物質

MDF

③添加剤製造 ④添加剤輸送

チップ

⑥チップ製造

⑦チップ輸送

②接着剤原料輸送接着剤原料

添加剤

⑤-2チップ原料輸送

⑩成板

⑪仕上げ・出荷準備

廃棄物

⑭廃棄物輸送

⑮廃棄物処理

原材料調達段階 生産段階

システム境界

凡例：

⑯MDF輸送 使用

⑱中間処理

⑰中間処理場への輸送

⑲焼却処理場
への輸送

⑳焼却処理

リサイクル処理場
への輸送

リサイクル処理

流通段階 使用・維持管理段階 廃棄・リサイクル段階

算定対象外のプロセス

梱包材

⑬梱包材輸送

⑫梱包剤製造

※

※端材の一部はMDF生産のエネルギーとして利用される

⑤-1チップ原料製造

図 当該製品の製品フロー 
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 リサイクル段階 1.9 kg-CO2e） 

（注：端数処理により内訳の合計値と若干異なる場合がある。） 

3%4%

55%

39%

原材料調達段階

生産段階

流通段階

使用・維持管理段階

廃棄・リサイクル段階

 

【CFP算定結果の解釈】 

 ・ 生産段階における温室効果ガス排出量が全体の 55%と最も多くなった。これは、電力および

  都市ガスの燃焼に起因するものが大部分であった。 

 ・ 原料調達段階における温室効果ガス排出量が 39％と次に多くなった。これは、購入原料であ

  る接着剤原料の生産に起因するものが大部分であった。ただし、原料使用量は固有データを利

  用しているが、原料製造時のデータは一般的な値を利用しているため、当製品素材固有の特徴

  を反映していない場合がある。 

 ・ また、流通段階での輸送距離及び廃棄・リサイクル段階での廃棄物輸送距離等の一部データ

  について CFP-PCRのシナリオの値を利用している。 

 ・ そのため、この CFP算定結果は概算値である。 

 ・ なお、使用・維持管理段階については、CFP-PCRに基づき算定対象外としている。 

【使用した認定 CFP-PCR】 

 木材・木質材料【第２版】（PA-CC-02） 

【利用した二次データの考え方】 

 基本データベース Ver1.01（国内データ）を優先して利用しつつ、基本データベース Ver1.0（海

 外データ）、利用可能データベース Ver1.03および IDEA Ver.1.1で補完した。 

図 当該製品段階別 CFP 
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15. 中密度繊維板(2)CFPの算定と申請〔CV-CC02-13006〕 

【申請事業者】 

 ホクシン株式会社，〒596-8521大阪府岸和田市木材町 17-2 

【対象製品】 

 スターウッド TFB 2.7ASTLMI 

【対象期間】 

 2011年 4月~2012年 3月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 3月 7日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 19日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

 

【【製品の主要仕様・諸元】 

 JIS A 5905 「繊維板」に規定される密度 0.35g/cm3以上の「ミディアムデンシティファイバー 

  ボード（MDF）」、厚さ 2.7mm、サイズ 1875mm×4830mm、重量 19.5kg 

【CFP算定単位】 

 1枚当たり 1875mm×4830mm 

【CFP算定結果】 

 23kg-CO2e（原材料調達段階 11kg-CO2e、生産段階 10kg-CO2e、流通段階 0.96kg-CO2e、廃棄・

⑧チップ受入 ⑨接着剤製造
①接着剤原料製造

算定するプロセス 物質

MDF

③添加剤製造 ④添加剤輸送

チップ

⑥チップ製造

⑦チップ輸送

②接着剤原料輸送接着剤原料

添加剤

⑤-2チップ原料輸送

⑩成板

⑪仕上げ・出荷準備

廃棄物

⑭廃棄物輸送

⑮廃棄物処理

原材料調達段階 生産段階

システム境界

凡例：

⑯MDF輸送 使用

⑱中間処理

⑰中間処理場への輸送

⑲焼却処理場
への輸送

⑳焼却処理

リサイクル処理場
への輸送

リサイクル処理

流通段階 使用・維持管理段階 廃棄・リサイクル段階

算定対象外のプロセス

梱包材

⑬梱包材輸送

⑫梱包剤製造

※

※端材の一部はMDF生産のエネルギーとして利用される

⑤-1チップ原料製造

図 当該製品の製品フロー 



54 
 

 リサイクル段階 0.64 kg-CO2e） 

（注：端数処理により内訳の合計値と若干異なる場合がある。

48%45%

4%
3%

原材料調達段階

生産段階

流通段階

使用・維持管理段階

廃棄・リサイクル段階

 

 

【CFP算定結果の解釈】 

 ・ 原料調達段階における温室効果ガス排出量が 48％と最も多くなった。これは、購入原料であ

  る接着剤原料の生産に起因するものが大部分であった。ただし、原料使用量は固有データを利

  用しているが、原料製造時のデータは一般的な値を利用しているため、当製品素材固有の特徴

  を反映していない場合がある。 

 ・ 生産段階における温室効果ガス排出量が全体の 45%と次に多くなった。これは、電力および

  都市ガスの燃焼に起因するものが大部分であった。 

 ・ また、流通段階での輸送距離及び廃棄・リサイクル段階での廃棄物輸送距離等の一部データ

  について CFP-PCRのシナリオの値を利用している。 

 ・ そのため、この CFP算定結果は概算値である。 

 ・ なお、使用・維持管理段階については、CFP-PCRに基づき算定対象外としている。 

【使用した認定 CFP-PCR】 

 木材・木質材料【第２版】（PA-CC-02） 

【利用した二次データの考え方】 

 基本データベース Ver1.01（国内データ）を優先して利用しつつ、基本データベース Ver1.0（海

 外データ）、利用可能データベース Ver1.03および IDEA Ver.1.1で補完した。 

 

図 当該製品段階別 CFP 
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16. パーティクルボード CFPの算定と申請〔CV-CC02-13007〕 

【申請事業者】 

 日本ノボパン工業株式会社，〒101-0041東京都千代田区神田須田町 2-17 

【対象製品】 

 パーティクルボード novopan 

【対象期間】 

 2011年 4月~2012年 3月 

【登録までの経緯】 

① 提供データを基に、服部研究室において当該製品の CFP算定が完了し、CFP検証の

申請を行った(平成 25年 3月 8日)。 

② CFPコミュニケーションプログラム事務局より、レビューパネル審議で合格した旨を

通知された(3月 19日)。 

【製品フロー】 

 製品フローは下記の通りである。 

 

①接着剤製造

算定するプロセス 物質

PB

③添加剤製造 ④添加剤輸送

チップ原料廃木材チップ原料化 ⑤チップ原料輸送

②接着剤輸送接着剤

添加剤

廃棄物

⑨廃棄物輸送

⑩廃棄物処理

原材料調達段階

⑥PB製造

生産段階

システム境界

凡例： 算定対象外のプロセス

梱包材

⑧梱包材輸送

⑦梱包剤製造

生産段階の端材の一部を除いて、燃料や電力の供給に関わるプロセスはフロー図から省略してある
流通段階以降はＣＦＰ-PCRに基づき算定外

廃木材

上流製品の算定範囲

※端材の一部はPB生産のエネルギーとして利用される

※

図 当該製品の製品フロー 
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【製品の主要仕様・諸元】 

 ・主原料：家屋解体材・未利用木材・工場残材・パレット等の廃木材をチップ化したもの 

 ・用途：建築用途（住宅床下地、マンション床下地）、外壁下地（構造用耐力面材）、家具用途 

 ・JIS規格（JIS A 5908 パーティクルボード）に準拠 

【CFP算定単位】 

 製品 1トン当たり 

【CFP算定結果】 

 340kg-CO2e（原材料調達段階 250kg-CO2e、生産段階 91kg-CO2e） 

（注：端数処理により内訳の合計値と若干異なる場合がある。） 

原材料

調達段階

73%

生産

段階

27%

 

【CFP算定結果の解釈】 

 ・ 原材料調達段階における温室効果ガス排出量が 74％と多くなった。これは、購入原料である

  接着剤の生産に起因するものが大部分だった。ただし、原料使用量は固有データを利用してい

  るが、原料製造時のデータは一般的な値を利用しているため、当製品素材固有の特徴を反映し

  ていない場合がある。また、生産段階での廃棄物輸送距離等の一部データについて CFP-PCR

  のシナリオの値を利用している。そのため、この CFP算定結果は概算値である。 

 ・ なお、本製品は CFP-PCR に基づく中間財であるため、算定範囲は原材料調達段階から生産

  段階までである。 

【使用した認定 CFP-PCR】 

 木材・木質材料【第２版】（PA-CC-02） 

【利用した二次データの考え方】 

 基本データベース Ver1.01 を優先して利用しつつ、利用可能データベース Ver1.03 および

 IDEA Ver.1.1で補完した。 

図 当該製品段階別 CFP 
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C．カーボンフットプリント表示拡大 
 

1. CFP普及促進のためのセミナー 

 今回事業内容の理解および普及促進のため、民間企業団体を対象に事業説明会を開催した。 

 事前に才の木ホームページ上に開催の告知し参加を促進した。 

【セミナー摘要】 

・ 期間：平成 24年 12月 13~15日 

・ 名称：カーボンフットプリント（CFP）普及セミナー 

・ 日時：平成 24年 6月 14日、1500-1630 

・ 場所：東京大学弥生講堂アネックスエンゼル研究棟講義室 

・ 参加：25名 

【次第】 

 15:00 挨拶 認定 NPO法人才の木 理事長 川井秀一 

 15:05 来賓挨拶 林野庁 

 15:10 講演 「新 CFPプログラムの概要」産業環境管理協会 LCA事業推進センター  

     所長 壁谷武久 

 16:20 質疑 

【配付資料】 

・ 配布資料（25頁）の一部掲示
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2. CFP普及促進のためのエコプロ 2012展示 

 今回事業内容の理解および普及促進のため、エコプロ展に才の木ブースを出展した。 

【展示概要】 

・ 期間：平成 24年 12月 13~15日 

・ 場所：東京ビッグサイト東４ホール 

・ スペース：森林からはじまるエコライフ展 2012の才の木ブース 

・ 内容：今回事業紹介パネル、画像、製品サンプル等 

【紹介画像】 
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3. CFP普及促進のための印刷物 

 今回事業内容の理解および普及促進ならびに関連する林野補助事業の成果を紹介するためのパ

 ンフレットを作成した。産業環境管理協会からの素材提供により企業の販売促進利用も想定

 し、1500部作成配布した。 

【配布先】 

・ CFP-PCR認定企業 

・ 産業環境管理協会 

・ 木材学会盛岡大会会場 

・ その他 

【パンフレットの仕様】 

・ A５判ヨコ（24頁） 

・ 両面 4色ｘ4色 

・ 間伐材印刷用紙 

【パンフレットの内容】 

・ 表紙 
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